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一人である (I) 。 氏は、梅根悟氏の地理は地理、歴史は歴史と系統立てて教える考えの人たちか
らみると社会科はえたいの知れないもの、散漫で断片的で学問の体をなしていないものとみえる
であろう。 だが、「われわれの立場からいうと、むしろ ・ ・ ・ ·統一的体系であって、....立場とは
・・..生活者の立場 ・ ..子どもの立場である。 そこでは次元のちがった、別個の体系を求めている。
...• "新しい体系
”











じている い 。 アメリカ社会科といってもその実態は極めて多様であり時代や社会的背景につい
ても様々なものが展開されてきたが、大きくは公民性、社会科学、反省的探究をそれぞれ重視す








































































J. s. プル ー ナ ーは、例えば5年生の一つのコ ー スの本質或いは構造について、 “人間” の内
容を挙げて、「人間らしさとは何か。いかに人間らしくなったか。 どうしたらより人間らしくな
るか」という三つの角度から学習過程を組み、それを追究するとしている (I 2) 。そしてそのため
に五つの主題として「道具づくり、言語、社会組織、長期にわたる子どもの養育、 自己の世界を
表現しようとする人間の衝動」を設定している。また、地理教育の系統化に関連して、H. J 






































































でなければならない ・ ・ ・ ・ ・ ・ 。教育の重要なファクタ ーであるべきものは、その
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ではないことの5点について指摘している (I 8) 。 そのうち、第五に述べられていることが現実に
なった今日、これを克服し得る研究内容の構築が緊急に求められるところである。 教科教育学は
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